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大河内村真寓士山附近の地質

成瀬達郎衆

1 959年度の卒叢研究として，昭和 B4年 s月より同年 12月まで延べ

2 5日間にわたヲて静岡県安倍郡大河内村の安倍川左岸附近の地質を調査し

たりで .その 槙 略 を 報 告 す る .

間 査範聞は安倍川を商縁と1.-.真寓土Ii.l .穂爪 I~ の I~ 嶺を東境と1.-.北を

黒部沢，南を大 沢 で限る約 20 &2にわたる地織である。

従来この地績の 翻査は.小池糟氏の論主に基づく相質問，および笹本修一

氏の「奥富士山ルートマップj が発表されたのみで詳細な繭査はなされてお

らず a た t!漠燃と瀬戸川累層群とアルカリ玄武岩で代表される士井川層群と

が接しているということがわかっていただけで，この両者の関係は例らかに

されていなかった.そこで，これらり層群問。理主界位置組定Eびその関係を

これに治う地質 並 びに地質m遣とともにすこしでも解明 L ょうと努めた.

I .地形

安倍川に抱ヲて.その東側は海技1.300"'-1マo0怖の平均高度をも

っli.l陵が八紘嶺，安倍峠.地蔵峠.)10富士山第一織を経て本制査地域に入り

真官士山第二峰，砲爪山へと南北に速なっている.西側は赤石川脈の前山で

ある笹 lli 山樹，勘行峰，大日峠の I~嶺の支脈であるこ王山，見月山が同じく

南北に走り. そり 聞を 安倍 川が 南I流 Lている.

地理診は全般的にみて壮年制の初制。様相を皇I.-li.l樹線原郁には.平担屈の

残 っているところもある.本欄査lti!J"内には，ずい所に河岸段丘がみられ特

に高度 500m-700mにかけて黒部沢のカザマキ肢附近に高位段丘の広

い平抱国がみられる。 E高 度 450'"の所にある俊峰部落もこの高位段丘町

上に存する.地J!>的特徴と Lて天神町掩，大掩が断層線接に生じたるものと

組われるほ か ， こ 町 南 北 に 走 る 大河内断層配境に東側が急に険峻となる.

1[.地質

本調査地 域は大井川層群の 2輩横時.すなわ包中新世田初期に海底において

噴出 Lたと考えられるアルタリ玄武岩替〈大井川層群〉と古第三果。瀬戸川

巣層群下村層群とに舟けられる。問者は地膚の一般走肉に陪ぽ平行に走る大
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， 

河内断層によヲて境されている。

A.瀬戸川県鳳群下村別群(工政府一氏命名〉

砂岩層 .頁 岩層，砂岩頁岩互 胞が主で ，玄武岩質凝灰岩.石灰宕 .s事岩が

数 m の厚さで νγ ズ伏に挟在している.砂岩層は硬質で黒灰色を呈する所が

多い.頁岩層はよく剥理が発達 L千投岩化している所もある.一般に黒色で

あるが， 風化部では，茶補色を示し片状に風化舟解している.砂岩頁岩互周

は各々。厚さが 10 cm--2 0 cmで 照 理 が よ く 発 達 Lていて，慨して砂岩優勢

。互庖が多い@石灰岩は頁岩質石灰岩でかなり硬質である。そして一般走 l向

に栂い南北にレソズ状に介在 Lている.置申告周の様。大きさは径 3cnt-5 cm 

位で〈最大 30 cm)砂岩，謹岩礁からなり ，厚 さ は 10m位である.本層は

N 1 OoE -N 3 OoEの一般走向を 有 L傾斜は東西共に 700
...... 8 0。位である.

徹断府が数ケ所に見られるが特に定載する措どのもりはない内

B.大井川m鮮

大 井 川層群の主体をなすものは租商務で柑爪 11./-真官士凶第一峰の峰一暢

に分布 Lている.組面岩の外見 は風化され茶補色を呈するが，細長い白い長

石の斑品が目立つ.また気孔を も っ 部 分 が あ り 大 体 ト ム ソ ン 沸 石 に よ っ て 構

たされている.こり組商岩田間に黒色の頁岩が成廓 Lてはさまれている。 組

面玄武岩は緑色を呈し一見凝灰 岩に類似している。鉱物は主として長石と輝

石からなり ，アルカリ長石は石基中町隙間を填めている"本制査地域北部に

おいてみられる玄置岩は北に細長〈延びている。この玄武岩は租商岩質玄武

宕である.

C.段 丘 様 熔

黒部沢町高位段丘日韓鹿

瀬戸川累 周群の砂岩頁岩互居。凸凹耐の上に粗面玄武岩礁町散在する 5-

6m位の厚さ の 凝 灰 質 の 粘 土 がの り，その上に 10m位 D厚 さ の 礁 届 が 来 る.

礁は緑色を呈する組面玄武岩が大部分である.商1周が，gに傾斜 Lて い る の で

廟状地状の准償輯の名残りであろうと思わ れる a

低位段丘軍事周

蔵野町部落が低位段丘の上に存する。こり礁周は径 2- 3cmの小さな糠甲

府と径 20-30cmQ)大きな磁 の周とが互周 Lている。国聴の種類は現在の安
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倍川河原の..と~わらない。現戸I 床面から比高 lO- 20m である。

m.地質 構造

本調査取域 D 瀬戸 川県 層群 は ，激し い変動を受け ，等斜縛曲をなしている。

走向は一般に沼南部では東北東 .東北部では南北にちかづき ，商北へ急に傾

斜するのが普通である a このように 外帯山砲特有な構造上の性格が明らかに

あらわれている a 大井川層群の東境は南北に連らなる静岡構造線によって静

嗣騎群と逆断層で接するとされている。，g境は N 1 if-2 OQW. 6 00
__ 8 00 

W の逆断層で瀬戸川累層群下村府群と接 Lている。この商境の逆断層 (大河

内断層〉は山箇所の沢において敵飽きれた a いづれも瞳砕帯 3m-5冊目巾

をもち，瀬戸川累m群の 頁岩 はか な り変化を受け千枚岩化している。

N.対比

本調査地域の瀬戸川l黒層群及び大井 川 層 群 と も 対 比 に 役 立 つ よ う な 化 石 は

発見できな L、。岩相，層序 Eび構造上から瀬戸川某尉群下村層群を天徳寺周

群 ι対比 Lたい.天想寺周群の堆艇は静岡市美和足久保での Lirra.SSpなど

大長村上栂賀で町ウニなどの化石から古第三紀漸新世と考えられている.

本調査地成。アルカ '1火成岩構は新第三 紀中新1山初期大井川居群が堆積す

る当時施底で火 111と して噴出したもりと考えられる巴 Lかも こり火成岩白間

に所々に大井川 庖 に 類 似 し た 堆 積 岩が挟まれている‘このようなことからこ

のアルカリ火成岩曹を大井川府群に属するものとして取扱った.己の大井川

層に対比されるのは，森町から金持町までの聞に大体西北凶の走向で幅狭い

櫛状区域をど占めている童英層群とli'I"土川流峨の間八代層群である .

V.結論

1 本調査地 域 は 西 半 分 に 瀬 戸 川 累層群，軍半部に大井川層群が牙布する.

z 瀬戸川累層群は主として砂岩 ，頁岩からなる.大井川層群は粗面岩 .粗

田玄 武 岩 ，玄武岩から なる。両者とも南北性の走向を示す 。

8 瀬 戸 川 県層群と大井川層群との関係は逆断胞である。

会 本調査地域の瀬戸川果倍群下村層群を瀬戸川県層群天徳寺層群に，大井

川層群を商凡代層群に対比する。

最 後 に ， 調査研究にあたって終始御指導下さった飯島輝彦助教授.竹内正
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民助教授に厚〈御礼申し上げる次第である.
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A 

いお

JQOO (} 1M" 

L.--=--=-_-:::t:二~二士士二三仰叫
1、50.000 

主

Z1叫宅自治亙居可

霞 砂/!i.Lf.jj棚瀬

/:81迎槻持制等

ヨコ荻灰局
隆雪 石灰渇

E豆l町村岩

24ま武道

l図紙面

白…河

川

実

奇

群

li 
治 l群


